
一
、
横
浜
居
留
地
の
外
人
歯
科
医
と
日
本
の
歯
科
医
療

安
政
六
年
二
八
五
九
）
、
横
浜
に
開
港
場
が
設
け
ら
れ
、
半
植

民
地
的
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
と
、
一
獲
千
金
を
夢
見
る
内
外
人
た

ち
で
横
浜
は
賑
わ
っ
た
。
こ
の
中
に
は
、
は
か
ら
ず
も
日
本
へ
の

近
代
歯
科
の
紹
介
者
と
な
っ
た
歯
科
医
も
あ
っ
た
。
横
浜
居
留
地

で
開
業
し
た
最
初
の
外
人
歯
科
医
は
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
で
、
そ
の

ほ
か
ウ
ィ
ン
、
エ
リ
オ
ッ
ト
、
パ
ー
キ
ン
ス
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル

が
あ
る
。

こ
う
し
た
外
人
歯
科
医
の
治
療
を
う
け
る
た
め
、
明
治
の
高
官

た
ち
が
蒸
気
船
に
乗
っ
て
霊
岸
島
か
ら
横
浜
へ
通
っ
た
様
子
が
木

戸
孝
允
の
日
記
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
孝
允
の
治
療
に

あ
た
っ
た
米
人
エ
リ
オ
ッ
ト
が
横
浜
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
明
治

三
年
（
二
年
と
の
説
も
あ
る
）
、
三
○
歳
の
時
で
、
明
治
八
年
に
帰
国

24

開
国
と
日
本
の
歯
科

新
藤
恵
久

す
る
ま
で
、
彼
の
助
手
と
し
て
働
い
た
日
本
人
に
小
幡
英
之
助
、

佐
治
職
、
松
岡
萬
蔵
が
あ
る
。

「
木
戸
孝
允
日
記
」
に
あ
ら
わ
れ
る
歯
科
に
関
す
る
記
載
は
、
明

治
三
年
か
ら
始
ま
る
。

明
治
三
年
九
月
二
日
曇

「
余
大
隈
に
至
り
伊
達
公
に
逢
今
日
よ
り
横
浜
に
至
り
歯
痛
を

洋
医
に
見
せ
ん
と
欲
す
。
山
県
狂
助
同
行
の
約
な
り
伊
藤
も
来
俄

に
横
浜
行
を
催
せ
り
十
一
字
頃
相
発
し
三
字
横
浜
に
達
し
通
商

司
役
所
遠
藤
の
寓
に
達
せ
り
…
後
略
」

こ
の
日
、
エ
リ
オ
ッ
ト
に
診
療
を
拒
否
さ
れ
た
孝
允
は
、
や
む

な
く
横
浜
に
一
泊
し
、
へ
ボ
ン
よ
り
エ
リ
オ
ッ
ト
ヘ
の
紹
介
状
を

も
ら
い
、
翌
日
よ
う
や
く
診
察
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
政
府

の
高
官
で
も
こ
の
よ
う
な
有
様
で
、
開
国
ま
も
な
い
日
本
で
の
外

人
の
日
本
人
に
対
す
る
侮
蔑
と
特
権
意
識
は
目
に
余
る
も
の
で
あ

っ
た
。ま

た
、
横
浜
か
ら
築
地
入
町
で
開
業
し
て
い
た
ア
レ
キ
サ
ン
ド

ル
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

「
南
八
丁
堀
二
丁
目
佐
賀
県
士
族
中
島
某
方
へ
去
十
五
日
午
前

十
一
時
頃
入
船
町
に
寄
留
せ
る
仏
国
人
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
と
い
へ
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二
、
現
在
の
有
床
義
歯
の
理
論
が
欧
米
で
発
見
さ
れ
た
の
は
一

九
○
○
年
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
わ
が
国
で
は
材
料
こ
そ
異
な

る
が
、
こ
の
理
論
は
十
二
世
紀
に
は
す
で
に
実
用
化
さ
れ
、
現
在

ま
で
に
発
見
さ
れ
た
世
界
最
古
の
有
床
義
歯
は
、
一
五
三
八
年
に

七
六
歳
で
往
生
し
た
仏
姫
の
上
顎
総
義
歯
で
あ
る
。
こ
う
し
た
木

床
義
歯
は
、
手
工
業
の
黄
金
期
を
迎
え
た
近
世
に
は
、
審
美
的
に

も
実
用
的
に
も
現
代
の
義
歯
に
遜
色
の
な
い
も
の
が
完
成
さ
れ

る
も
の
突
然
入
り
来
り
某
が
兼
て
畜
ひ
お
け
る
洋
犬
を
会
釈
も
な

く
連
れ
去
り
け
る
ゆ
へ
某
ハ
直
に
追
い
ゆ
き
掛
合
に
及
び
た
れ
ど

も
種
々
の
暴
言
申
し
張
り
終
に
返
さ
ざ
り
し
よ
し
其
後
如
何
な
せ

し
を
知
ら
ず
…
中
略
…
例
の
日
本
人
を
侮
る
心
よ
り
為
せ
し
も
の

か
」
（
「
朝
野
新
聞
」
明
治
八
年
二
月
十
九
日
）
。
彼
は
、
は
じ
め
浜
田

藩
に
砲
術
師
範
の
触
れ
込
み
で
や
っ
て
来
た
が
失
敗
、
い
つ
の
間

に
か
横
浜
に
現
れ
歯
科
を
は
じ
め
た
と
い
う
。
居
留
地
の
歯
科
医

師
は
こ
ん
な
連
中
が
殆
ど
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
急
速
な
近
代

化
政
策
を
掲
げ
る
明
治
政
府
が
招
膳
し
た
「
お
雇
い
外
国
人
」
と

は
異
な
り
、
彼
ら
が
日
本
の
歯
科
の
近
代
化
に
積
極
的
に
貢
献
し

た
痕
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
近
代
歯
科
の
開
拓
は
日
本
人
自
身
の

手
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
。
こ
の
義
歯
制
作
の
技
術
は
封
建
社
会
的
な
性
格
を
持
っ
た
徒

弟
制
度
の
も
と
で
秘
術
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
伝
統
が

崩
壊
し
た
の
は
開
国
に
よ
る
近
代
歯
科
の
伝
来
で
、
危
機
感
を
持

っ
た
入
歯
師
た
ち
は
、
講
習
会
を
開
い
て
技
術
の
交
流
を
は
か
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
木
床
義
歯
は
床
の
維
持
に
欧
米
の

金
属
製
の
ク
ラ
ス
プ
を
、
ま
た
複
雑
な
制
作
技
術
を
要
し
た
前
歯

に
は
既
製
の
輸
入
陶
歯
を
使
う
な
ど
種
々
の
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
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